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白馬明君を偲んで

大阪市立大学名誉教授 西村 周郎

定年退任を半年後に控えた1999年10月， タイ国で手術

指導中に腰背部の痛みを覚えたのが， 白馬明君の病気

のはじまりであった． 前立腺に発生した癌は， すでに脊

椎の広い範囲に転移を来たしていた． 早速種々の治療が

始められたが， その後も頭蓋内に転移するなど， 病変は

徐々にではあるが進行していた． しかし彼は， 教授退任

後も病をものともせず国内外での学会において講演を行

なったり， 論文の作成を続けるなど， 現職の時以上に精

力的に活躍した． 激痛に悩まされることもしばしばであ

ったが， 病に立ち向かいながら仕事を続ける姿は， 凄絶

の一語に尽きるものであった． 刀折れ矢尽き， 自身が脳

神経外科を始めた大阪の淀川キリスト教病院で， 永遠の

眠りについたのは2004年11月20日のことで， 享年70歳で

あった． 誰にも真似の出来ない立派な最後であったと思

う． 謹んで最大の讃辞を捧げたい気持ちで一杯である．

私が初めて白馬君に会ったのは， 1963年のことであっ

た． 当時彼は，淀川キリスト教病院で研修を行なってい

た． 竹を割ったような， さっぱりしだ性格の仕事熱心な

好青年であると言うのがその時の印象であった。 その後

彼は1966年には米国に留学し， 私は1968年に， 大阪市立

大学に創設された脳神経外科学講座を担当することとな

った． 留学先からは時々便りがあり， その都度自分の仕

事の内容や， マイクロサ ー ジェリ ー の研修を始めたこと

などを知らせて来ていた. 1972年 4 月には帰国し教室の

助手となり， 講師を経て1978年助教授に昇任した． 私の

23年間の在職中， その殆どの期間白馬君は私を助け教室

の発展の為に尽くしてくれた．

卒後の臨床教育に関する彼の熱意には， なみなみなら

ぬものがあった． 私どもの教室では， 米国と同様のレジ

デント制度が敷かれることとなり， 白馬君がかの地で受

けたと同じであろうと思われる厳しいトレー ニングが，

日夜を分かたず行なわれた． 若い医師達には， 戦々競々

の毎日であったが， 彼等はよくこのしごきに耐えた． こ

の教育により， 教室員一同の臨床のレベルは目に見えて

上昇した． 今日， 教室関係者が各方面で立派な成績をあ

げているが， 白馬君の教育の賜である．

彼は非常に厳しい面を持っていたが， その反面誰とで

も気安く話しをするなど社交性にも富んでおり， また若

い医師の面倒見もよかった． 関連病院における医師の配

置に就いても， 彼が担当していたが， まさに適材適所で

あり， 全員それぞれの赴任先において， 自己の力を十分

に発揮することが出来た． 白馬君には人を見る目も備わ

っていたと思う．

今でこそ我が国でも脊椎外科を行なう脳外科医が多く

なったが， 30数年前には脊椎外科を行なう脳外科医は極

めて少なかった． 白馬君はこのことを大変憂えており，

我が国でも脳外科医がもっと脊椎外科をやらなければな

らぬとの考えから， 近畿地方における脊髄外科研究会の

設立に就いて強い進言があった． そこで当時の近畿地方

の脳神経外科の12教授が相い寄り討議の結果， 近畿脊髄

外科研究会を立ち上げ， 初回の学術集会を開催すること

となった. 2005年の10月には第52回の例会を迎えるが，

近畿地方のこの方面の発展に大いに役立ったのは間違い

ないと思う． 同様に， 彼は日本脊髄外科学会の設立に関

しても強力な推進力となった。

彼は頭蓋底外科にも強い興味を持っていた． 早くから

斜台の髄膜腫などの手術を手掛けており， いち早くその

術式， 成績等に就いても報告したが， 日本頭蓋底外科学

会の設立に当たっても大きな役割を果たした。 現在教室

ではこの領域でも， 諸外国に劣らないよい成績を挙げる

までに発展したが， 彼に負うところが大きい．

学会では厳しい討議を行なうことが多かった． 自説を

曲げず， 相手に食い下がることもしばしばであった． そ

のためか， 彼をけむたがる人も幾らかはいたようである．

学会での発表は高く評価されることがしばしばであった

が， 敵も多かったかもしれない．

彼は早い時期より， 卒前の教育の重要性に目を向けて

いた． そして， 1991年教授就任後には， 医学部の臨床系

カリキュラム改定部会の部会長として種々の問題に取り

組んだ． そして， 5年次， 6年次のすべての時間を臨床

実習に当てるように改めるとともに， 在学中に外国に留

学し臨床教育を受ける道をつくるなど， 数々の画期的な
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白馬明先生の御逝去を悼む

阿部 弘

白馬明先生の御逝去を悼み， 追悼の言葉を述べさせ

ていただきたくて筆をとりました． 白馬先生は， 脊髄外

科及び頭蓋底外科の領域で， 日本を代表する一 人として

数多く の 業 績 を あ げ ま し た ． 脊 髄 外 科 に於ける

microsurgeryによるtrans-unco-disectomy, 頭蓋底外科

に於ける海綿静脈洞への直達手術， trans-pertosal

approach等々で， 優れた手術成績をあげ， 数々の発表

をされました． その卓越した技術と業績は， 国内はもと

より国際的にも高く評価されております．

白馬先生の学会での発表は， 大きな声で早口で喋り，

迫力がありました． 私は， 脊髄外科や頭蓋頚椎移行部病

変の外科に関する質問をよくしましたが， 白馬先生の答

えはいつも断定的で， 自信に満ちており， 私の質問への

回答にはなっていませんでした． 私もゆずらず， 熱い議

論になりました． しかしながら， お互いに年を重ねるう

ちに， 議論を楽しむ心境に成長しました． 私の発表に対

して， 白馬先生からの鋭い質問やコメントがないと物足

りなさを感じるようになりました．

十数年前のことですが， New YorkのMount Sinai 

HospitalのDr. Malisを訪ねて旧交を暖めた折りの夜の会

食で， スタッフの一 人から，「自分がresidentだった頃，

Dr. Hakubaがchief residentであった． 大変厳しい指導

を受けた． 今はその指導に感謝しているが， 当時ば恨ん

でいた . . . Jと述懐していました． そうか， 白馬先生

は， アメリカでも元気だったんだ， と私は大変嬉しくな

りました．

大阪市立大学教授時代の白馬先生は， 手術の時にはお

弟子さんには厳しい指導をされたと聞いております． 私

も， 手術中には静かなほうではないので， そういう白馬

先生に大いなる共感を覚えました． 白馬先生は， 御自身

の手術に対する集中力， 気合い， そして熱意を周りの

人々にも求めたものと思われます． 私も， 助手や手洗い

の看護師達には，「私の第2' 第3の手となってほしい．

私が何を考え， 次に何をしようとしているか予測してほ

しい ・ ・ ・ 」との願いで大きな声を出していましたから，

白馬先生の気持ちがよくわかりました．

バイタリティ ー にあふれ， エ ネルギ ー を完全燃焼させ

た白馬先生， 妥協することを嫌った白馬先生， 一途に突

進することを好んだ白馬先生， そういう白馬先生に深甚

なる敬意を表し， 心からご冥福を祈ります．
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追t卓 故白馬明先生

大阪市立大学大学院医学研究科脳神経外科 大畑 建治

白馬 明大阪市立大学名誉教授は， 薬石効なく5年間

の闘病生活を終え， 平成16年11月20日， 70歳で永眠され

ました． ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます． 白

馬 明先生は日本脳神経外科学会の牽引車であり， 特に

日本脊髄外科学会， 日本頭蓋底外科学会の第 一人者で功

労者であったことは， 会員の皆様にはご承知の通りであ

ります． 白馬先生を偲びながらその素顔を紹介させて頂

きます．

く学生時代＞

白馬先生はお寺さんの長男として昭和9年奈良県に生

まれ， 大阪市立大学医学部に入学されました． 現在の大

阪市長 ・ 開淳 一 先生とは同級生で無二の親友でした．

学生時代は決して
“
できのよい" 学生ではなかったよう

で， 山岳部の活動に精を出す余りに， 1年ほど道草され

たようです．
“

手術は登山と同じ， 初めの一 歩から最後

の一 歩まで， すべてが大事
”

とよく申されていたのは，

ご自身の経験からの言葉だったのでしょう． 我々研修医

は， その言葉に痛く感激して長時間の手術のアシスタン

トをしたものです． 一 方， 忘年会などの席で歌を頼まれ

ると，
“
友達が死んだ ー ， 友達が死んだ ー ， 山で死ん

だ 一”

と突然歌われるものですから， 一見さんの参加者

はしばしば唖然としました． ちなみに白馬先生のお父さ

んという方は， 80歳手前で木登りをして木から落ちて

かの息子を心配させるようなお方で， くこの父にしてこ

の子あり＞と医局員は得心したことがあります．

＜卒後研修時代＞

卒業後は山岳部の関係で母校の整形外科教室に入局さ

れました． しかし， 英語が好きで渡米の思いが日増しに

強まり， 親友闊先生の説得も空しく大学を飛び出し， 英

語で研修していた淀川キリスト教病院の脳神経外科に移

られました． 当時の部長は， 台北大学出身の黄世恵先

生で， アメリカの脳神経外科専門医資格を持ち， 後に台

湾で財界人として大成されています． 若き白馬研修医は

黄先生に術中によく下駄で蹴られながらも脳外科手術に

血潮をたぎらせました． この時の術中の経験は， 白馬先

生の手術スタイルの原体験になったように思われます．

卒4年後に渡米し， マサチュ ー セッツ州のCambridge市

民病院で研修を開始し， ニ ュ ー ヨ ー クのBuffalo General 

Hospitalで 一 般外科， ボストンのEngland Medical 

Center Hospitalで脳神経外科junior resident, Veterans 

Administration Hospitalでchief resident, 最後にニ ュ ー

ヨ ー クのMount Sinai Hospitalでchief residentとして訓

練を終えられました. Mount Sinai HospitalではMalis先

生の憶えめでた＜， 手術もかなり行っておられます．

Malis先生にとって白馬先生はbest chief residentであっ

たとのことです． この時に後の脊椎脊髄外科， 頭蓋底外

科の基礎が固まりました． また， Poppen, Selverstone, 

Roeslerの各先生からも直接指導を受けました. Poppen 

先生の "An Atlas of Neurosurgical Techniques" に白

馬先生が研修中に書き込みされた本を我々教室員は挙っ

てコピ ー し， 三蔵法師がインドから持ち帰った仏典のよ

うに大切に本棚に飾りました． その本には， 白馬先生独

特の解読困難な文字で， 手術の注意点などが記載してあ

ります(Fig. 1). 解読困難なことで我々には益々有り難

みが増したものです．

Fig. 1: 1969-1970年， An Atlas of Neurosurgical 

Techniquesへの書き込み
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く教員時代＞

帰国後の1972年(38歳）に母校大阪市立大学脳神経外

科に助手として採用されています． 当時教授の西村周郎

先生によると，
“ 竹を割ったような好青年

”

であったと

のことです． 白馬先生の仕事は頸椎前方固定に始まりま

す． 私が入局した1980年頃には， 既に， 経錐体法による

顔面神経転位， 頸動脈露出による錐体斜台部髄膜腫の切

除が盛んに行われていました． もちろん， 手術は毎回翌

朝までかかりました． 彼のそのスタミナは人間離れして

いました．

リスクの高低にかかわらず， 術前説明は1980年当時す

でに 1時間近く費やされていました． カルテヘの記載も

厳格で， 抜き打ちのカルテチェックでは， 記載不備の

chief residentがしばしば血祭りに上げられました． カ

ンファレンスも大変厳しく， 特にYun Peng Hung先生

仕込みの血管撮影の読み， 特に後頭蓋寓静脈相は誠に見

事で聖域としか言いようがなく， "Vein of lateral recess

of IV ventricle" の言葉がでると同時に， つり上がった

目がさらにつり上がり， その陰影を見つけられない検査

係への叱責の罵声を待つばかりでした． 厳しい追及を乗

り切るために， 検査係は静脈相フィルムと冷えた牛丼で

カンファレンス前夜を過ごしたものです． 白馬先生は晩

年難聴を訴えられましたが， きっとご自身の大声のせい

もあると思われます． また発生解剖が根っからお好きで，

毎週1 回は海綿静脈洞か頭蓋頸椎移行部の発生解剖図を

黒板に同時に両手（！）を使って書かれました． 我々研

修医は， 門前の小僧よろしく， いつの間にかそれらにつ

いては
“

玄人" 好みにプレゼンテー ションできるように

なりました．

50歳頃(Fig. 2)までの白馬先生の手術は誠に激し

く， ＜飛んでくる手術器具を避けられる反射神経がない

と入局できない＞という噂が学生に出た程です． それで

も当時は毎年8人前後の入局者があり， 脳神経外科教室

の人気は抜群でした． 一日の手術件数を増やすために早

朝5時手術出しの時期もあり， 挿管を白馬先生が自ら行

うこともありました． 当然ながら， 至る所で軋礫が生ま

れました． しかし， 二心のない医療への純粋さに， みん

な従いました． “正しい
”

と思ったことは， ブルド ー ザ
ー のように真っ直ぐ進む態度は退職時まで変わりません

でした． 妥協を許さないその態度は，
“

和を以て貴しと

なす大和の国
”

（御本人の弁）では受け入れ難く， 逆に

欧米の脳外科医には好評で， 多くの有名無名の脳外科医

が訪れました(Fig. 3). 

教育にも熱心でした． 熱心の余り厳しすぎる点もあり，

Spinal Surgery Vol.19 No. 4, 2005 

Fig. 2: 1983年， 医局新年会にて

Fig. 3: 1997年， 留学生4人をつれて東大寺で

“君は脳外科医に向いてないから脳外科を止めなさい
”

と単刀直入に当該医局員に申されていました． 脳外科医

になる道を断念して基礎研究に入り， 後に教授になった

同門もいます． 当時ば恨みに思った医師は少なくなかっ

たと思いますが， 今は同門全員大変な恩義を感じており

ます． “教育とば情熱であり， 偉大な教育者とは教える

のが上手な人ではなく， 問題提起をしで悩まさせてくれ

る人
”

， それが我々同門の白馬賛歌です． お盆3日間は

毎年手術はなく， 檀家参りでお経を読まれるのが常でし

た．
“ 亡くなった患者の供養

”

とも申されていました．












